
計画の名称：石川の豊かな河川空間を活かしたかわまちづくりの推進
事業主体名：石川県

Ⅰ．目標の妥当性

①上位計画等との整合性が確保された目標となっている。 ◦
②地域の浸水被害状況や土地利用の状況等を踏まえた目標となっている。 ◦
Ⅱ．計画の効果・効率性

①整備計画の目標と定量的指標の整合性が確保されている。 ◦
②定量的指標が分かりやすいものとなっている。 ◦
③指標・数値目標と事業内容の整合性が確保されている。 ◦
④十分な事業効果が見込まれることを確認している。 ◦
⑤事業間の連携等による相乗効果・波及効果が得られるものとなっている。 ◦
Ⅲ．計画の実現可能性

①計画の具体性、事業熟度が十分である。 ◦
②計画に記載された事業に関連する地方公共団体等の理解が得られている。 ◦
③水害に強い市街地づくりに向けた地元の機運が高い。 ◦

社会資本整備総合交付金チェックシート

チェック欄


